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物
集
高
見
の
文
法
研
究

|
|
『
初
学
日
本
文
典
』
に
つ
い
て
|
|

山

東

功

本
稿
は
、
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
授
で
あ
り
『
広
文
庫
』
の
編
者
と
し
て
知
ら
れ
る
物
集
高
見
(
弘
化
四
年

1
昭
和
三
年
)
の
文
法

研
究
と
し
て
、
国
学
風
文
典
的
体
裁
の
『
初
学
日
本
文
典
』
か
ら
、
後
に
洋
式
日
本
文
典
的
体
裁
の
『
日
本
小
文
典
』
を
執
筆
す
る
に

至
っ
た
経
緯
と
物
集
高
見
の
学
説
上
の
変
遷
が
担
う
学
説
史
的
意
義
を
検
討
す
る
も
の
と
し
て
、
特
に
『
初
学
日
本
文
典
』
を
取
り
上

げ
、
そ
の
実
証
的
研
究
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
旧
来
、
物
集
に
つ
い
て
は
明
治
十
九
年
刊
行
の
『
言
文
一
致
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

言
文
一
致
論
に
お
け
る
関
与
が
著
名
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
事
績
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
例
え
ば
ど
う
い
っ
た
文
法
研
究
を
行
っ
て

い
た
か
と
い
う
点
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
い
た
と
一
一
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
本
稿
は
、
後
年
の
言
文
一
致
論
に
積
極
的
な
提
言
を

す
る
こ
と
と
な
る
物
集
の
言
語
観
、
文
法
観
を
照
射
す
る
も
の
と
し
て
、
ま
た
明
治
十
年
代
の
文
法
研
究
の
実
相
を
射
出
す
る
も
の
と
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し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。
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物
集
高
見
が
最
初
に
著
し
た
文
法
書
は
明
治
十
一
年
刊
行
の
『
初
学
日
本
文
典
』
(
上
下
二
巻
、
明
治
二
十
三
年
再
版
)
で
あ
る
。
こ

の
文
法
書
は
、
物
集
の
文
法
研
究
に
お
い
て
最
初
に
纏
め
ら
れ
た
成
果
で
あ
り
、
明
治
二
十
一
年
に
は
文
部
省
の
検
定
を
受
け
た
文
法

教
科
書
と
し
て
、
小
学
校
で
広
く
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
初
学
日
本
文
典
』
の
特
色
は
、
品
調
を
「
体
言
・
用
言
・
接

辞
L

と
い
う
国
学
風
文
典
の
三
分
類
に
措
定
し
つ
つ
も
、
体
言
の
格
や
用
言
の
時
制
を
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
で
は
、
極
め
て
洋
文

典
的
な
適
用
を
試
み
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
更
に
接
辞
で
は
二
十
種
に
及
ぶ
下
位
分
類
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
父
物
集
高
世

が
安
政
五
年
に
刊
行
し
た
『
辞
格
考
抄
本
』
(
『
辞
格
考
』
を
抄
出
し
た
も
の
)
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
高
世
の
影
響
が

(2) 

強
か
っ
た
こ
と
は
『
初
学
日
本
文
典
』
巻
頭
に
寄
せ
ら
れ
た
元
田
南
豊
の
序
文
か
ら
も
窺
え
る
。
そ
こ
に
は
『
初
学
日
本
文
典
』
執
筆

中
、
郷
里
大
分
に
住
む
高
世
宛
に
質
疑
の
書
簡
を
送
っ
て
い
た
と
い
う
逸
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
物
集
父
子
の
文
法
研
究
に
関
す

る
情
熱
の
程
を
努
霧
と
さ
せ
る
と
共
に
、
高
見
の
研
究
に
父
高
世
の
学
説
が
大
い
に
反
映
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
証
左
で
も
あ
る
だ
ろ

ぅ
。
そ
の
意
味
で
、
本
書
が
国
学
風
文
典
と
い
う
体
裁
を
と
っ
て
い
る
こ
と
も
高
世
の
影
響
と
い
う
観
点
か
ら
理
解
で
き
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

そ
し
て
『
初
学
日
本
文
典
』
の
執
筆
後
、
高
見
は
再
び
文
典
を
著
す
こ
と
に
な
る
。
明
治
十
六
年
十
一
月
脱
稿
の
『
こ
と
ば
の
は
や

し
』
首
章
部
分
を
刊
行
し
た
『
日
本
小
文
典
』
で
あ
る
。
辞
書
に
付
載
さ
れ
た
文
典
は
、
こ
の
後
明
治
二
十
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
日

本
大
辞
林
』
の
巻
頭
に
あ
る
「
日
本
文
典
ぬ
き
ほ
し
が
存
在
す
る
が
、
独
立
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
『
日
本
小
文
典
』
の
方
で
あ
り
内

容
も
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
文
典
は
前
著
と
一
変
し
て
、
全
体
の
構
成
か
ら
極
め
て
洋
文
典
的
な
色
彩
を
強
め
て
い
る
。
以
下
、
『
初
学
日



本
文
典
』
に
つ
い
て
細
部
の
検
討
を
試
み
る
。

先
述
の
通
り
『
初
学
日
本
文
典
』
は
体
裁
が
国
学
風
文
典
で
あ
り
な
が
ら
、
細
部
で
は
洋
文
典
的
な
記
述
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。

「
体
言
・
用
言
・
接
辞
」
と
い
っ
た
三
品
調
分
類
を
採
る
言
語
研
究
に
つ
い
て
は
、
江
戸
後
期
の
も
の
で
は
富
樫
広
蔭
の
『
辞
玉
橋
』

物集高見の文法研究

(
文
政
九
年
初
稿
)
が
、
ま
た
明
治
以
降
の
文
典
で
は
権
田
直
助
『
調
の
真
澄
鏡
』
『
詞
の
経
緯
図
』
(
共
に
明
治
四
年
)
や
『
語
学
自

(
3
)
 

在
』
(
明
治
十
年
噴
成
稿
、
二
十
七
年
刊
行
)
、
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
(
明
治
十
二
年
刊
行
)
な
ど
が
代
表
的
で
あ
る
。

『
語
晶
子
自
在
』

尋
問
尚
子
指
南
』

『
初
学
日
本
文
典
』

『
辞
玉
橋
』

体
言

体
三圭

体

1=1 

体
用

五
種
ノ
調

作
用
言

用
三圭
1=1 

活
百

調

用
三き
に2

用
言

形
状
百

音
雑
調

形
状
言

形
状

接
辞

辞

体
辞

助
詞

静
辞

助
辞

動
辞

用
辞

指
調

こ
の
よ
う
に
品
調
分
類
で
は
外
見
上
他
と
の
大
差
は
な
い
が
、
細
部
に
お
い
て
は
物
集
の
独
創
性
が
う
か
が
え
る
部
分
も
見
受
け
ら

35 

れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
国
学
風
文
典
的
な
部
分
と
、
洋
文
典
的
な
部
分
の
二
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
み
た
い
。
な
お
全
体
の
構
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成
は
目
次
に
従
う
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
目
次
に
は
寸
初
学
日
本
文
典
前
編
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は
後
編
の
執
筆
を
意
図

し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
実
際
に
後
編
は
存
在
し
て
い
な
い
。

文
字
論

音
標
字
/
母
音
/
子
音
/
鼻
音
/
濁
音
/
半
濁
音
/
五
十
連
音
/
五
十
連
音
図
/
助
音
/
反
切
/
伸
音
/
通
音
/
音
便

百
語
論

総
括
体
言
/
体
言
ノ
種
類
/
体
言
ノ
数
/
体
言
ノ
格

用
百作

用
言
/
活
辞
ノ
種
類
/
命
令
法
/
希
求
法
/
疑
問
法
/
崇
敬
法
/
活
辞
ノ
時
/
活
辞
ノ
転
変
/
活
辞
転
変
表
/
四
段
活
辞

/
四
段
再
転
/
下
二
段
活
辞
/
下
二
段
再
転
/
変
格
活
辞

形
状
言
/
形
状
言
ノ
転
変
/
形
状
言
転
変
表
/
形
状
言
ノ
変
化
/
く
し
く
ノ
変
化
/
単
辞
ノ
げ
/
形
状
変
格

接
辞
/
接
辞
ノ
種
類
/
体
言
ヲ
承
ル
接
辞
/
作
用
言
ヲ
承
ル
接
辞
/
形
状
言
ヲ
承
ル
接
辞
/
嘆
辞
/
希
求
辞
/
命
令
辞
/
禁
止

辞
/
指
示
辞
/
現
在
辞
/
過
去
辞
/
将
来
辞
/
否
不
辞
/
疑
辞
/
反
辞
/
両
辞
/
分
量
辞
/
想
像
辞
/
決
定
辞
/
比
准
辞

/
助
辞
/
句
頭
接
辞
/
一
種
接
辞
/
崇
敬
辞
/
豆
伝
乎
波
ノ
調
/
呈
示
乎
波
ノ
表(
上
巻
目
録
一
丁
表

1
四
丁
裏
よ
り
構
成
)



品
詞
分
類
以
外
で
の
『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
け
る
国
学
風
的
な
箇
所
は
、
用
言
の
活
用
と
接
辞
の
下
位
区
分
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特

に
接
辞
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
高
世
の
学
説
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
活
用
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。

活
辞

物集高見の文法研究37 

形
状
三圭
仁こS

四
段

上
一
段

下
一
段

上
二
段

下
二
段

第
一
変
格

第
二
変
格

第
三
変
格

単
辞

飽着蹴起得来為往死有'憎

将
然
かきけきえ

、，
‘ーせななら仮

体
さ

連
用

ききけきえきしり連
用
く

仮
体

ききけきえきしり仮
体
く

裁
断
くき

る
け
る
くつくすぬぬりる仮

体
し

連
体
くき

る
け
る
く
る
つ
る
く
る

す
る

ぬ
る

ぬ
る

る裁
断
し

己
然
1:7 き

れ
1:7 
れ

く
れ
う
れ
く
れ

す
れ

ねぬ
れ

れ連
体

仮
体

き

げ
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複
辞

単
辞
変
格

複
辞
変
格

楽速微

し
さ

連
用
く連

用
し
く

し
く

裁
断
し仮

体
し

し
く

し
げ

し

し

し
き

連
体

き裁
断

連
体

し

し
き

(
上
巻
三
十
九
丁
表

1
四
十
一
丁
裏
、
四
十
九
丁
裏

1
五
十
丁
裏
よ
り
構
成
)

こ
の
活
用
表
で
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
は
「
仮
体
」
を
設
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
寸
仮
体
L

を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
物
集
高
世

の
『
辞
格
考
抄
本
』
が
最
初
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
体
言
を
真
体
言
と
仮
体
言
に
分
か
ち
、
用
言
が
体
言
化
し
た
も
の
を
仮
体
言
と
し

て
措
定
し
て
い
る
。
「
ニ
ホ
ヒ
(
ニ
ホ
プ
)
、
タ
ノ
シ
サ
(
タ
ノ
シ
ご
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
仮
体
言
に
あ
た
る
も
の
を
「
作
用
言

の
格
」
「
形
状
言
の
格
L

に
そ
れ
ぞ
れ
含
め
て
い
る
。
『
辞
格
考
抄
本
』
に
挙
げ
ら
れ
た
活
用
表
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

作
用
言

四
段
宝3"
段
言

上
二
段
言

下
二
段
言

飽着起得

将
然

カキキコニ

連
用
キキキコニ

仮
体

連
体

裁
断

巳
然

キ

ケ

ク

ク

キ

キ
lレ

キ
レ

キ
Jレ

キ

ク
1レ

ク
レ

ク

コ二

ウ
Jレ

ウ
レ

ウ



来

キ

キ

コ

ク

往

ナ

ヌ

ヌカて
3ζ 

格

死為

シ

シ

セ

ス

有

フ

リ

仮
体

仮
体

仮
体

連
用

物集高見の文法研究

形
状

ク

シ

単
辞

憎

サ

ク

複
辞

怪

シ

サ

シ

ク

シ

ク

シ

ク
lレ

ク
レ

ヌ
lレ

ヌ
レ

ネ

ス
lレ

ス
レ

lレ

レ

裁
断

連
体

仮
体

シ

ゲ

キ

シ

シ

キ

シ

ゲ
(
上
巻
五
丁
表

1
五
丁
裏
、
六
丁
裏
よ
り
構
成
)

両
書
の
共
通
点
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
『
初
学
日
本
文
典
』
は
『
辞
格
考
抄
本
』
に
お
け
る
活
用
表
と
同
じ
活
用
を
措

定
し
た
こ
と
に
な
り
、
両
書
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
他
の
場
合
、
富
樫
の
『
詞
玉
棒
』
(
文
政
十
二
年
)
や
堀
秀
成
の

『
語
格
全
図
』
(
明
治
十
年
)
で
は
「
未
然
、
続
調
、
断
止
、
続
言
、
己
然
」
、
権
田
の
『
調
の
経
緯
図
』
(
明
治
四
年
)
や
『
語
学
自
在
』

で
は
「
将
然
、
連
用
、
裁
断
、
連
体
、
己
然
、
請
裁
断
」
の
活
用
形
が
挙
が
っ
て
い
る
。
更
に
、
佐
藤
の
『
語
学
指
南
』
で
は
寸
将
然
、

連
用
、
終
止
、
連
体
、
己
然
」
と
い
う
形
と
な
り
、
体
言
に
「
仮
体
言
」
を
措
定
す
る
も
の
は
あ
る
に
せ
よ
、

(4) 

用
形
に
「
仮
体
L

形
を
挙
げ
て
は
い
な
い
。

い
ず
れ
に
お
い
て
も
活

39 

た
だ
、
細
部
で
は
『
辞
格
考
抄
本
』
と
異
な
っ
た
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
。
下
一
段
活
用
の
措
定
で
あ
る
。
こ
の
下
一
段
活
用
の
活
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辞
と
し
て
高
見
は
寸
蹴
る
」
寸
措
る
L

「
綜
る
L

を
挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
た
も
の
は
権
田
の
『
詞
の
経
緯
図
』
や
『
語

学
自
在
』
な
ど
が
あ
る
。
寸
蹴
る
L

を
下
一
段
活
用
と
し
た
最
初
の
研
究
は
天
保
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
林
間
雄
の
『
詞
緒
環
』
で
あ
る

が
、
後
の
研
究
の
全
て
に
取
り
入
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
『
語
学
指
南
』
な
ど
に
下
一
段
活
用
は
な
い
。
そ
れ
故
に
、
『
初
学

日
本
文
典
』
に
お
け
る
下
一
段
活
用
の
措
定
は
『
詞
緒
環
』
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
権
田
と
の
関
係
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

(
5
)
 

ょ
う
。ま

た
用
言
に
つ
い
て
は
寸
能
動
活
辞
、
受
動
活
辞
、
自
動
活
辞
、
役
動
活
辞
、
被
役
動
活
辞
」
の
別
を
設
け
て
い
る
が
、
こ
れ
は
本

居
春
庭
の
『
詞
通
路
』
に
お
け
る
自
他
の
別
、
即
ち
「
お
の
づ
か
ら
然
る
、
物
を
然
す
る
、
他
に
然
す
る
、
他
に
然
せ
ら
る
〉
、

(
6
)
 

づ
か
ら
然
せ
ら
る
〉
、
他
に
然
せ
ら
る
〉
」
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
六
種
が
五
種
に
変
化
し
て
い
る
が
、
明
治
お
の

四
年
刊
行
の
『
語
糞
別
記
』
で
は
四
種
に
再
編
し
て
い
る
よ
う
に
、
明
治
以
降
も
修
正
が
い
く
つ
か
試
み
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

次
に
接
辞
に
つ
い
て
だ
が
、
こ
れ
は
『
辞
格
考
抄
本
』
の
影
響
が
強
く
出
て
い
る
。
『
初
学
日
本
文
典
』
で
は
接
辞
の
下
位
分
類
を
二

十
に
分
類
し
て
い
る
が
、
『
辞
格
考
抄
本
』
で
は
寸
希
求
辞
、
助
辞
、
嘆
辞
、
不
の
活
辞
、
而
の
活
辞
、
之
の
活
辞
、
来
の
活
辞
、
去
の

活
辞
、
将
の
活
辞
、
有
の
活
辞
、

一
ツ
の
辞
L

の
十
一
分
類
で
あ
る
。
『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
い
て
『
辞
格
考
抄
本
』
を
念
頭
に
お
い

た
と
考
え
ら
れ
る
接
辞
は
次
の
傍
線
部
分
で
あ
る
。

あ

あ
あ

あ
な

あ
や

あ
は

や

よ

も

を

な

ゑ

カ〉

か
な
)

希
求
辞

カま

カま
な

カま
も

ば
や
)

命
令
辞

ね

よ

な
む

こ
そ
)



禁
止
辞

指
示
辞

現
在
辞

過
去
辞

将
来
辞

物集高見の文法研究

否
不
辞

疑
辞

反
辞
両
辞
分
量
辞

想
像
辞

決
定
辞

比
准
辞

助
辞

41 

句
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れ
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ど
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ど
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一
種
接
辞

ぱ

よ
り

か
ら

ゆ

え

カま
ね

カ宝
に

か
し

げ

崇
敬
辞

(
ま
す

た
ま
ふ

ま
つ
る

た
て
ま
つ
る

ま
ゐ
ら
す

は
べ
る

た
ま
ふ
)

『
辞
格
考
抄
本
』
で
は
、
例
え
ば
「
不
の
活
辞
L

に
寸
ぎ
ら
・
ぎ
り
・
ざ
る
・
ぎ
れ
、
じ
、
ず
、
す
、
ね
、

で
」
を
挙
げ
て
い
る
よ

う
に
、
活
辞
と
し
な
が
ら
も
各
活
用
形
を
独
立
の
辞
と
見
な
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
全
て
一
括
し
て
「
豆
伝
乎
渡
し
と
し
て
扱
つ

て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
体
言
・
用
言
以
外
を
全
て
テ
ニ
ヲ
ハ
あ
る
い
は
接
辞
と
し
て
処
理
す
る
方
法
は
、
国
学
の
言
語
研
究

で
は
多
く
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
富
樫
は
『
調
玉
橋
』
『
調
玉
樟
』
に
お
い
て
接
辞
は
、
活
用
す
る
も
の
(
動
辞
)
と
し
な
い
も
の
(
静

辞
)
と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
今
日
に
お
け
る
助
詞
・
助
動
詞
と
ほ
ぼ
同
じ
品
詞
分
類
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
最
終
的
に
は
大
槻
の
『
語

法
指
南
』
(
助
動
調
と
豆
爾
乎
波
)

に
ま
で
継
承
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
『
初
学
日
本
文
典
』
で
は
『
辞
格
考
抄
本
』
と
同
様
に
、

括

し
て
接
辞
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
権
田
の
分
類
と
比
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。
『
詞
の
真
澄
鏡
』
『
調
の
経

緯
図
』
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

体
辞

上
ノ
辞

感
歎
辞
、
疑
問
辞
、
接
続
辞
、
指
示
辞
、
助
勢
辞
、
適
用
辞

下
ノ
辞

歎
辞
、
疑
辞
、
願
辞
、
請
辞
、
助
辞
、
雑
辞

用
辞

作
用
言

将
の
類
、
令
の
類
、
被
の
類
、
去
の
類
、
寛
の
類
、
登
云
の
類

形
状
三雪

不
の
類
、
来
の
類
、
有
の
類
、
可
の
類
、
不
可
の
類
、
知
の
類



下
位
分
類
こ
そ
詳
細
で
あ
る
も
の
の
権
田
の
場
合
、
富
樫
以
来
の
静
辞
・
動
辞
の
別
を
継
承
し
て
お
り
、
『
初
学
日
本
文
典
』
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
吉
田
金
彦
氏
は
、
黒
川
真
頼
の
『
日
本
文
典
大
意
』
(
明
治
五
年
)
に
お
け
る
、
寸
名
調
・
動
調
・
助
調
L

の

三
分
類
を
挙
げ
た
上
で
、
寸
な
ぜ
こ
う
な
っ
た
か
と
い
え
ば
、
体
言
・
用
言
・
そ
れ
以
外
と
の
三
分
法
に
従
っ
た
、
近
く
は
前
述
の
三
品
(7) 

の
影
響
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

説
な
ど
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
直
接
的
に
は
『
辞
格
考
抄
本
』

ま
た
最
後
は

J
ユ
伝
乎
渡
ノ
調
L

と
し
て
係
り
結
び
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
係
辞
を
「
徒
、

(8) 

こ
そ
」
と
し
て
い
る
点
は
本
居
宣
長
の
『
て
に
を
は
紐
鏡
』
と
大
差
が
な
い
。

は
、
も
、

の
、
ぞ
、
ゃ
、
何
、

一
方
、
『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
げ
る
洋
文
典
的
記
述
を
し
た
部
分
は
体
言
の
格
、
用
言
の
時
制
、
法
、
接
辞
の
時
制
な
ど
に
見
受
け

物集高見の文法研究

ら
れ
る
。
ま
ず
「
体
言
ノ
格
L

に
つ
い
て
は
、
寸
第
一
格
、
第
二
格
、
第
三
格
、
第
四
格
、
独
立
格
L

の
五
格
を
挙
げ
て
お
り
、
次
の
よ

う
な
定
義
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
。

第
一
格
ハ

第
二
格
ハ

第
三
格
ハ

第
四
格
ハ

独
立
格
ハ
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a

他
一
一
係
累
ス
ル
コ
ト
無
ク
文
主
ト
成
テ
句
頭
ニ
見
ル
、
格
ヲ
云
フ

(
「
父
の
談
る
L
)

体
言
ノ
互
ニ
相
関
係
ス
ル
ヲ
示
ス
ニ
用
フ

(
「
花
の
盛
り
L
)

作
業
ノ
標
的
ヲ
示
ス
ニ
用
フ
故
ニ
又
此
格
ニ
ハ
与
奪
ヲ
受
ル
所
ノ
事
物
ヲ
安
置
ス

(
「
父
は
子
に
教
ふ
L
)

活
辞
ヲ
以
テ
示
ス
所
ノ
作
業
ノ
直
ニ
及
達
ス
ル
事
物
ヲ
見
ス
ニ
用
フ

(
「
書
を
読
む
」
)

命
令
ヲ
受
ル
所
ノ
事
物
ノ
句
頭
ニ
見
ル
、
格
ヲ
云
フ

(
「
童
子
書
を
読
め
L
)

(
上
巻
二
十
四
丁
裏

1
二
十
六
丁
表
よ
り
抜
粋
)
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こ
の
よ
う
に
名
詞
に
つ
い
て
主
格
、
属
格
、
与
格
、
対
格
、
独
立
格
を
措
定
す
る
こ
と
は
、
明
ら
か
に
洋
文
典
の
、
し
か
も
四
格
以
上

存
在
す
る
こ
と
か
ら
蘭
文
典
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

「法
L

に
つ
い
て
は
そ
の
定
義
が
具
体
的
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
寸
命
令
法
、
希
求
法
、
疑
問
法
、
崇
敬
法
」
の
四
つ
を
挙
げ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
接
辞
の
運
用
と
絡
め
て
論
じ
て
い
る
。
こ
の
法
の
措
定
は
、
特
に
命
令
法
と
疑
問
法
に
つ
い
て
洋
文
典
と
の
関
連

が
指
摘
で
き
る
。
何
よ
り
も
寸
法
L

の
措
定
自
体
が
洋
文
典
の
影
響
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
敬
語
を
法
と
し
て
捉
え
て
い
る
点
は

高
見
の
独
創
と
い
え
る
。

『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
い
て
洋
式
日
本
文
典
的
側
面
が
最
も
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
活
辞
、
接
辞
に
共
通
し
て
い
る
「
現
在
、

過
去
、
将
来
(
未
来
)
」
と
い
う
三
時
制
、
特
に
活
辞
で
の
「
現
在
時
、
過
去
時
、
大
過
去
時
、
未
来
時
、
想
像
過
去
時
L

と
い
う
五
時

制
の
措
定
で
あ
る
。
「
大
過
去
時
」
は
寸
説
話
ニ
擢
ル
事
ノ
説
話
ヲ
為
ス
時
ニ
ハ
己
ニ
疾
ク
過
ギ
去
リ
了
テ
其
影
響
ヲ
モ
見
聞
シ
得
可
ラ

ザ
ル
ヲ
示
ス
者
ト
ス
(
上
巻
三
十
三
丁
表

1
三
十
三
丁
裏
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、

い
わ
ゆ
る
寸
大
過
去
L

と
同
一
の
過
去
完
了
に
相
当
す

る
。
ま
た
寸
想
像
過
去
時
」
は
寸
説
話
ニ
擢
ル
事
ノ
説
話
ヲ
為
ス
時
ニ
ハ
己
ニ
過
去
ニ
属
シ
タ
ル
可
キ
ヲ
想
像
ス
ル
ヲ
示
ス
者
ト
ス
(
上

巻
三
十
三
丁
裏
)
L

と
あ
る
が
、
想
像
し
て
い
る
時
制
が
現
在
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
在
完
了
と
見
な
し
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故

に
五
時
制
は
洋
文
典
の
概
念
を
念
頭
に
お
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

次
に
こ
う
し
た
洋
式
日
本
文
典
的
部
分
の
根
底
と
な
る
洋
文
典
の
存
在
は
何
で
あ
る
の
か
が
問
題
と
な
る
。
少
な
く
と
も
蘭
文
典
に

関
し
て
は
、
安
政
二
年
刊
行
の
大
庭
雪
斎
『
和
蘭
文
語
凡
例
(
訳
和
蘭
文
語
)
』
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぽ
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
つ
に
は
『
日
本
文
語
』

の
典
拠
と
も
な
っ
た
蘭
文
典
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、

そ
れ
以
上
に
『
初
学
日
本
文
典
』
に
『
和
蘭

文
語
凡
例
』
と
極
め
て
類
似
し
た
記
述
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
名
詞
の
格
の
定
義
に
つ
い
て
、
『
和
蘭
文
語
凡
例
』
で
は
以



下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第

格

独
立
シ
テ
文
主
ト
ナ
リ
句
頭
ニ
見
ル

第
二
格

実
辞
ノ
相
互
関
係
ヲ
示
ス

第
三
格

作
業
ノ
標
的
ヲ
示
ス
ノ
用
ト
ナ
ル

(
中
略
)
事
物
ヲ
与
奪
セ
ラ
ル
、
所
ノ
人
物
ヲ
安
置
ス
ル

第
四
格

活
辞
ヲ
以
テ
示
シ
タ
ル
作
業
ノ
直
ニ
及
達
セ
ル
事
物
ヲ
示
ス

物集高見の文法研究

こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
『
初
学
日
本
文
典
』
の
格
の
定
義
に
つ
い
て
は
全
く
『
和
蘭
文
語
凡
例
』
の
引
き
写
し
と
い
っ
て
よ
い
。

ま
た
『
和
蘭
文
語
凡
例
』
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
は
ラ
テ
ン
語
に
比
し
て
六
格
存
在
し
て
い
た
時
代
が
あ
っ
た
こ
と
を
言
及
し
て
い

(9) 

る
が
、
こ
の
こ
と
が
『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
け
る
独
立
格
を
措
定
さ
せ
る
遠
因
と
な
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
第
五
格
、
即

ち
呼
格

(1ヨ
)
が
独
立
格
に
相
当
す
る
か
ら
で
あ
る
。

時
制
に
つ
い
て
は
蘭
語
も
英
語
も
五
時
制
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ど
ち
ら
の
影
響
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
「
未
来
L

と
寸
将
来
L

を
混
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
は
、
「
方
今
時
、
帯
既
往
時
、
既
往
時
、
過
既
往
時
、
将
来
時
」
と
あ
る
『
和
蘭
文
典
凡
例
』
で
の
時
制

に
引
き
ず
ら
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。

固

45 

こ
の
よ
う
に
『
初
学
日
本
文
典
』
は
大
枠
が
国
学
風
文
典
で
あ
り
な
が
ら
、
細
部
に
お
い
て
洋
文
典
的
な
様
相
を
帯
び
た
文
典
で
あ
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る
こ
と
が
示
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
国
学
風
文
典
型
洋
式
日
本
文
典
と
称
し
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
文

典
の
解
説
と
し
て
『
日
本
文
法
問
答
』
が
、
ま
た
こ
の
文
法
に
従
っ
た
辞
書
『
日
本
小
辞
典
』
が
同
年
に
編
纂
さ
れ
た
。
ち
な
み
に
、

『
日
本
小
辞
典
』
は
明
治
十
一
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
た
辞
書
な
の
だ
が
、
そ
の
存
在
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
は
少
な
い
。
そ
れ
故
に

『
日
本
小
辞
典
』
の
辞
書
史
的
検
討
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

そ
し
て
『
初
学
日
本
文
典
』
に
お
け
る
高
見
の
独
創
性
は
、
国
学
風
文
典
に
洋
文
典
の
知
見
を
比
較
的
穏
当
に
移
入
さ
せ
た
点
と
、

高
世
以
来
の
接
辞
の
詳
細
な
検
討
、
更
に
法
や
接
辞
と
し
て
扱
い
な
が
ら
も
敬
語
に
つ
い
て
明
確
な
指
摘
を
し
た
と
こ
ろ
か
ら
窺
え
る
。

『
語
学
新
書
』
以
来
か
な
り
強
引
な
洋
文
典
の
摂
取
が
横
行
す
る
中
、
国
学
風
文
典
と
い
う
体
裁
と
し
て
は
、

か
な
り
穏
当
な
記
述
で

あ
る
と
い
え
よ
う
。
確
か
に
、
接
辞
の
分
類
は
か
な
り
煩
雑
で
あ
る
上
に
多
く
の
誤
り
も
指
摘
で
き
る
が
、
何
よ
り
も
本
書
が
高
見
に

と
っ
て
文
法
研
究
の
最
初
の
温
ま
っ
た
成
果
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

一
定
の
評
価
は
与
え
ら
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の

研
究
成
果
が
、
洋
文
典
的
な
色
彩
を
強
め
た
、

い
わ
ゆ
る
洋
式
日
本
文
典
と
し
て
の
特
徴
を
持
つ
、
明
治
十
六
年
十
一
月
脱
稿
の
ご
」

と
ば
の
は
や
し
』
に
付
載
さ
れ
た
文
典
、
『
日
本
小
文
典
』
に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

注
(1) 

(2) 
第
二
版
奥
付
に
は
「
明
治
二
十
一
年
三
月
十
四
日
文
部
省
御
検
定
済
」
と
あ
る
。
な
お
物
集
高
見
と
国
語
教
育
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
拙
稿
寸
物
集
高
見
の
日
本
語
学
史
的
研
究
」
(
大
阪
大
学
修
士
論
文
、
平
成
九
年
)
、
を
参
照
。

元
田
南
豊
は
杵
築
藩
儒
者
で
、
高
見
は
幼
少
の
頃
彼
か
ら
漢
学
を
学
ん
で
い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
清
原
宣
雄
氏
『
物
集
高
見
』

(
大
分
県
教
育
委
員
会
、
昭
和
五
十
二
年
)
、
を
参
照
。

な
お
佐
藤
誠
実
『
語
学
指
南
』
は
、
刊
行
年
こ
そ
『
初
学
日
本
文
典
』
よ
り
後
に
な
っ
て
い
る
が
、
黒
川
真
頼
の
序
は
明
治
八
年
六

(3) 
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月
三
十
日
に
な
さ
れ
て
お
り
、
更
に
版
権
免
許
は
明
治
九
年
十
月
二
十
四
日
に
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
執
筆
年
代
は
『
初
学
日

本
文
典
』
よ
り
も
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
明
治
二
十
七
年
刊
行
の
『
語
学
自
在
』
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容
は
明
治
四
年
刊
行

の
『
詞
の
真
澄
鏡
調
の
経
緯
図
図
解
教
典
入
門
』
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
同
時
期
の
文
典
を
比
較
す
る
も
の
と
し
て
は

差
し
支
え
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
周
一
言
が
体
言
と
し
て
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
既
に
鈴
木
肢
の
『
言
語
四
種
論
』
(
文
政
七
年
)
中
で
示
さ
れ
て
い
る
。
な

お
『
言
語
四
種
論
』
に
つ
い
て
は
古
田
東
朔
氏
「
『
言
語
四
種
別
考
』
か
ら
『
言
語
四
種
論
』
へ
」
『
文
芸
と
思
想
』
十
八
、
昭
和
三

十
四
年
及
び
尾
崎
知
光
氏
『
国
語
学
史
の
基
礎
的
研
究
|
近
世
の
活
語
研
究
を
中
心
と
し
て
|
』
(
笠
間
書
院
、
昭
和
五
十
八
年
)
、

を
参
照
。

こ
こ
で
権
回
の
関
係
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
に
明
治
初
年
の
官
職
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
明
治
二
年
当
時
高
見
は
父
高
世
(
権

少
博
士
)
に
従
っ
て
上
京
、
翌
年
神
紙
官
に
仕
官
し
宣
教
史
生
と
な
っ
て
い
る
が
、
権
田
は
明
治
二
年
に
は
大
学
校
中
博
士
と
し
て

既
に
上
京
し
て
い
た
。
当
時
の
国
学
者
の
交
流
関
係
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
父
の
官
職
を
も
っ
て
あ
る
程
度
の
接
触
は
可
能
で
あ
っ
た

と
推
察
で
き
よ
う
。

動
詞
の
自
他
に
関
す
る
学
史
的
考
察
に
つ
い
て
は
、
島
回
目
彦
氏
『
国
語
に
お
げ
る
自
動
詞
と
他
動
調
』
(
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
三

年
)
、
及
び
渡
辺
英
二
氏
『
春
庭
の
語
学
研
究
|
近
世
日
本
文
法
研
究
史
|
』
(
和
泉
書
院
、
平
成
七
年
)
、
を
参
照
。

吉
田
金
彦
氏
寸
助
辞
と
は
何
か
」
鈴
木
一
彦
/
林
大
樹
編
『
研
究
資
料
日
本
文
法
3

助
辞
編
(
一
)
助
調
』
(
明
治
書
院
、
昭
和
五

十
九
年
)
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
黒
川
真
頼
を
中
心
に
考
察
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
影
響
関
係
を
見
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
も
う
一
つ
高
世
と
の
関
係
を
見
て
い
く
上
で
注
意
す
べ
き
は
歌
学
の
伝
統
で
あ
る
。
歌
学
に
お
け
る
「
体
・
用
L

寸
て
に
を

は
」
の
重
視
は
い
わ
ば
日
本
思
想
史
的
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
そ
の
意
味
で
近
世
の
国
学
言
語
論
と
歌
学
史
と
の
関
係
に
つ
い

て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

む
し
ろ
係
結
び
に
つ
い
て
は
富
樫
の
『
詞
玉
橋
』
か
ら
後
退
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
仁
田
義
雄
氏
「
係
結
び

に
つ
い
て
」
鈴
木
一
彦
/
林
大
樹
編
『
研
究
資
料
日
本
文
法
3

助
辞
編
(
一
)
助
調
』
(
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
九
年
)
、
参
照
。

杉
本
つ
と
む
氏
『
江
戸
時
代
蘭
語
学
の
成
立
と
そ
の
展
開
H
』
(
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
十
二
年
)
、
参
照
。

(5) 

(6) 

(7) 

(8) 

(9) 
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付
記本
研
究
は
、
日
本
学
術
振
興
会
研
究
助
成
及
び
平
成
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
(
特
別
研
究
員
奨
励
金
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

(
大
学
院
後
期
課
程
学
生
)


